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我々は、革新的フレキシブル有機熱電デバイスの実現を目指し、従来の熱電理論予測を超える

巨大なゼーベック係数に着目した研究を進めている[1–5]。この現象は多くの高純度有機薄膜で観

測され、0.1 V/K 以上の巨大なゼーベック係数が得られることと、その温度依存性が大きいことが

特徴に挙げられる。すなわち、分子同士の相互作用が弱い系においてキャリア輸送が温度に対し

て鋭敏に変化することと強く関係していることが疑われる。そこで、2 次元すれすれ入射 X 線回

折（2D-GIXD）によって有機薄膜試料の結晶構造とその温度依存性を調べてきた[5]。今回は分子

間距離などの構造パラメータが巨大ゼーベック効果に与える影響について評価したので報告する。 

これまでに巨大ゼーベック効果が確認されている材料（Pn、DNTT、C10DNTT、C8BTBT）を、

予めガラス基板上に数百 nm 程度の厚みまで真空蒸着した薄膜試料を用いた。放射光ビームライ

ン(SPring-8、BL19B2)の X 線回折用ゴニオメータに温度可変すれすれ入射回折測定用チャンバー

を設置し、試料温度を変化させながら二次元検出器によって回折パターンを記録した。 

2D-GIXD の結果を解析したところ、Pn、C10DNTT、C8BTBT では、キャリア伝導方向の回折面

間隔（d020）が温度上昇に対してほぼ線形の増加を示した（Fig. 1）。これらの材料は特定の温度で

ゼーベック係数に明瞭なピークが得られている（Fig. 2）。また、アルキル側鎖をもつ C10DNTT や

C8BTBT は特に分子間距離の変化が大きく、そのような分子ではゼーベック係数のピークも鋭く

なっている。したがって、巨大ゼーベック効果において分子間距離は重要な構造パラメータであ

り、ゼーベック係数が最大となる最適な分子間距離が存在する可能性が示唆される。講演では、

これ以外の材料についても分子間距離と巨大ゼーベック効果との関連について議論を行う。 

本研究は、JSPS 科研費(15K21163、15H01000)の助成を受け、SPring-8 萌芽的研究支援課題
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Fig. 1 Temperature dependence of lattice spacing 

(d020). 

 

Fig. 2 Temperature dependence of Seebeck 

coefficient. 
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